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離散凸解析は最適化の分野で発展してきた理論であるが，Arrow-Debreu型のモデ

ル，組合せオークションなど不可分財を扱うモデルへの応用が試みられている．本

セミナーでは，Gale-Shapleyによる結婚モデルと Shapley-Shubikによる割当モデル

を離散凸解析で中心的な役割を演ずる離散凸関数（M \凸関数）を応用することで

どのように拡張できるかを解説する．さらに，結婚モデルと割当モデルの双方を含

むモデルとM \凸関数を用いたその拡張も紹介する．
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